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１．製品ラベルとマニュアル内の記号 

 

正極と負極を逆方向に接続しないでください。 

 

火の近くに置かないでください。 

 

子供やペットが触れるエリアには置かないでください。 

 

注意してください 

安全に関する情報 

製品の故障や寿命低下のリスク 

 

警告！ 

製品の破損や人身傷害のリスクがあります。 

シス作業中には、コネクタを抜かないでください！ 

複数の電源を全て遮断し電圧がないことを確認します。 

 

危険！ 

バッテリーストリングは高圧直流電流が発生し、過電圧

と感電の原因となります。 

専門家だけがバッテリーストリングの配線を行うことが

できます。 

 

強磁場から遠く離れてください。 

 

火災警報 

可燃材の近くに置かないでください。 
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本製品を操作する前に、製品マニュアルを読んでくださ

い！ 

 

米国市場の認証マーク 

 
EU 市場の認証マーク 

 

リサイクルラベル 

 

電気・電子機器（WEEE）指定ラベル（2006/66/EC）

の廃棄とその処理方法 

 

Bluetooth SIG の証明ラベル 

 
日本市場の Bluetooth 認証マーク 

 

TÜV ラ イ ン ラ ン ド 安 全 性 試 験 実 施 の 証 明 ラ ベ ル

（EN62619）  

 

セキュリティテスト（UL1973）と機能安全

（IEC60730-1/UL60730-1）の cTUVus マーク証明書

ラベルは、TÜV ラインランドによって作成されていま

す。 
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2. 注意事項 

 
注 意 

 

1) 本製品を設置または使用する前に、必ず付属のユーザーマニュアルをお

読みください。本マニュアルをお読み頂かない場合や記載の説明及び警

告を守らない場合、使用者の人体への影響や製品の破損等が発生し、使

用出来なくなる恐れがあります。 

2) 本製品を長期に保存されている場合は 6 か月に一度の充電が必要です。 

保管時は SOC90%を下回らないようにしてください。 

3) 本製品は完全放電後の 12 時間以内に再充電を行う必要があります。 

4) マニュアルに記載された操作温度または湿度範囲を超えた環境では設置

しないでください。 

5）ケーブルを外部に露出しないでください。 

6）電源端子を逆に接続しないでください。 

7）メンテナンスの時は必ず本製品の端子を全て外してから実施してください。 

8）異常があったら、24 時間以内に販売店に連絡してください。 

9）洗浄剤で電池を洗わないでください。 

10）本製品を可燃性、刺激性のある化学品に曝したり、蒸気に露出しないで

ください。 

11）本製品の内部または外部の部品などに塗装しないでください。 

12）本製品を太陽光発電配線に直接接続しないでください。 

13）製品保証には上記の項目による直接または間接的な損傷は含まれません。 

14）本製品のどの部分においても異物を入れることは禁止致します。 
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2.1 接続前 

 
接続する前に注意してください 

 

1) 開梱後は、まず製品と納品書を確認してください。 

製品が破損もしくは部品が不足している場合は、購入された販売店にお

問い合わせください。 

2) 必ず使用する前にグリッド電源を切り、本製品がオフモードになってい

ることを確認ください。 

3) 各配線及びプラス、マイナスケーブルが正しく接続されているか、外部

機器との短絡がないことを確認してください。 

4) 本製品と AC 電源を直接接続することは禁止しております。 

5) 本製品は最大 4 台の直列接続が可能です。その際の最大充電／放電電圧

は 57V を超えてのご使用は出来ません。 

なお、入力／出力を遮断する際には発生する逆電圧が BMS の耐電圧値を

超えないようにしてください。 

6) 本製品と関連機器と接続してご使用になる場合は、本製品の電気的パラ

メータが関連機器と互換性があることを確認してください。 

7) 本製品を水や火から遠ざけてください。 

 

2.2 使用中 

 
使用中はご注意ください 
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1) 本製品の移動やメンテナンスが必要な場合は、電源を切り完全に停止す

る必要があります。 

2) 本製品を異なる種類の電池と接続することを禁止します。 

3) 本製品を故障または互換性がないインバータと接続しないでください。 

4) 本製品の解体を禁止しています。 

5) 火災が発生した場合は、粉末消火器のみを使用し、液体消火器の使用は

禁止されております。 

6) Pylon Tech または Pylon Tech の代理店以外、本製品を開けたり修理した

り分解したりしないでください。安全操作上の違反または設計、製造、

および機器の安全基準に反する事によって発生した故障や事故等は、如

何なる場合も当社では責任は負いません。 

 

3. 製品の説明 

RT12100G31 は、一般的な鉛電池の代替可能なリン酸鉄リチウムイオン電池

モジュールです。 

本製品は、関連する AC/DC コンバータを介して、太陽エネルギー、ディー

ゼル発電機及び商用電源で充電できます。更に、本製品はエネルギーを蓄え、

一般的な電化製品のバックアップ電力を供給するために使用できます。リチ

ウムイオン電池は、寿命が長くエネルギー密度が高いため、鉛電池の代替品

としても幅広い市場ニーズへの応用が可能です。 

 

3.1 特徴 

1） 本製品は、強度な環境適応性と構造信頼性、電気信頼性を持っており、

過酷な自動車環境にも適応が可能です。 

2） 強力な電源性能。1C レートでの連続運転と最大 2C レートでの瞬時放電

にも使用可能です。 

3） 直列接続と並列接続が可能です。本製品は、最大 16 台の電池（最大４

直列 4 並列）を接続できます。 
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4） 本製品は自己放電損失が少なく、通常の停止状態では 6 か月以上の保管

が可能であり、無負荷状態では 2 か月以上の保管が可能です。 

5） バッテリー管理システム（BMS）を内蔵し、CANBUS / Bluetooth によ

るインテリジェントモニタリングをサポートしております。 

6） 本製品の正極材料は、安全性能が高くサイクル寿命が長い LiFePO4 を使

用しております。 

7） BMS には、過放電、過充電、過電流、短絡、高温および低温などの保護

機能が備わっております。 

8） BMS は、充電と放電のステータスを自動的に管理し、バッテリー間の電

圧のバランスをとる機能が備わっております。 

9） 本製品のサイズは米国の BCIG31 規格と互換性があり、同サイズの鉛蓄

電池に対し完全に取り替えることができます。 

10）本製品には加熱シートを内蔵しており、マイナス環境での動作時には自

動的に加熱する機能が備わっております。 

11）Bluetooth ユニットを内蔵し遠隔監視の使用も可能です。 
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3.2 仕様 

RT12100G31の寸法 

 

基本仕様 数値 

公称電圧(V) 12.8 

公称容量（Ah） 100 

寸法（mm） 325(L)*173.5(W)*226(H) 

重量（kg） 12±0.2 

放電電圧範囲（Vdc） 10.8~14.4 

推奨充電電圧（Vdc） 14 ~ 14.4 

推奨充放電電流（A） 50 

最大連続充放電電流（A） 100  

ピーク放電電流（A） 200@30sec 
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通信 

CAN 500Kbps 

RS485 
コンソールのデフォルト値 

115200bps 

Bluetooth BLE5.0 

ドライコンタクト 2 *入力、2 *出力 

最大直並列構成 4S4P 

製品の最大接続可能数（台）  16 

動作温度 -40℃～60℃* 

IP 規格 IP67 

短絡電流/持続時間 <1KA/100uS 

温度 
5 ~ 95%(RH)  

結露なし 

高度（m） <4,000 

認証 
 IEC/ CE /FCC/ROHS/ 

Telec /UN38.3 

設計寿命 10+yrs 

サイクルライフ >4,500 25℃ 

参照基準 UL1973,IEC62619,FCC,CE,

Bluetooth SIG, Telec 

* 0℃～60℃で充電、-20℃～60℃で放電、-40℃～-20℃で加熱シートが作動し、

外部充電器でモジュールを加熱します。 
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3.3 パネル 

 RT12100G31パネルの説明 

  

 

 

3.4 機器のインターフェース 

電源スイッチ                                                          

電源ボタンを押します：電源を入れる準備ができています。 

電源ボタンが跳ね返ります：電源を切ります。保存または輸送時に使用しま

す。 

LED ステータスインジケータ： 

電源オン/通常 フラッシュ 1、オフ 1.5S、オン 0.5s、 

アドレス指定または通信タイム

アウトを待機しています 

フラッシュ 2、オフ 1 秒、オン 1 秒、 

システム保護 フラッシュ 3、オフ 0.5 秒、オン 1.5 秒 

スリープ/電源オフ/システムエ

ラー 

オフ 
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外部通信インターフェース（ドライコンタクトと COM ポート）            

 

ピン ドライコンタクト COM 

1 IN1+ - 

2 IN1- GND 

3 IN2+  

4 NO1 CANH 

5 COM1 CANL 

6 IN2-  

7 NO2 RS485A 

8 COM2 RS485B 

 

 PIN 割り当てケーブルの正面図 

ドライコンタクト                                                     

意味： 

ピン 1 入力、パッシブ信号。オフ：ヒーター機能を有効にし

ます。ヒーター無効化機能をオンにする 

+ 

ピン 2 - 

ピン 3 入力、パッシブ信号。保存 + 

ピン 6 - 

ピン 4 出力 1 オープン：充電を停止します 

（充電 MOSFET OPEN） 

+ 

ピン 5 - 

ピン 7 出力 2 オープン：放電を停止します 

（放電 MOSFET オープン） 

+ 

ピン 8 - 
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注意： 

1.入力信号はパッシブ信号である必要があります。 

2.出力信号の電圧値が 25V 未満、電流値が 10mA 未満です。 

 

CAN（COM）                                                          

500Kbps。120Ω の端子抵抗。 

 

RS485 /コンソール（COM）                                             

メーカーまたは販売店のエンジニアがデバッグまたはサービスを提供します。 

デフォルトの通信速度は 115200bps です。 

 

リンク 1 /リンク 0                                                     

複数の並列/直列バッテリー間の内部バッテリー通信に使用されます。 

 

電源端子+/-                                                           

M8 ボルトの正極・負極の端子があります。 

 

BMS の基本機能                                                      

保護とアラーム 管理と監視 

充電/放電終了 セルバランス 

過電圧充電 インテリジェント充電モデル 

低電圧放電 容量計算 

過電流の充電/放電 管理者モニター 

高温/低温（セル/ BMS） 操作記録 

短絡保護 ヒーターコントロール 
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４．操作ガイド 

4.1 使用上の概略図 

 

 

4.2 危険ラベル 
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4.3 ツール 

 

 

 

ワイヤーカッター ドライバー 

注意                                                                   

偶発的な感電や短絡を防ぐために、適切に絶縁された工具を使用してくださ

い。 

絶縁工具がない場合は、使用可能な工具の露出金属表面全体を電気テープで

被覆するが、その先端は除外されます。 

 

 

4.4 安全装備 

バッテリーパックを取り扱う際は、以下の安全装置を着用することをお勧め

します。 

 

 

手袋 安全ゴーグル 
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５．インストールと操作 

5.1 一般事項 

 すべてのバッテリーは直列に接続する前に並列接続を行う必要がありま

す。直列に接続する場合は、必ずバッテリー間の電圧差が 0.1Vdc 未満

であることを確認してから接続してください。上記以外の場合は、容量

の不均衡を避けるためにバッテリーを並列で充電することをお勧めしま

す。 

 起動電圧は充電電圧範囲内に維持する必要があります。電圧値が低い場

合バッテリーが起動しない可能性があります。 

 バッテリーを一定期間直列で使用すると、バランスが崩れる場合があり

ます。月に 1 回は 10～40°C 環境で充電することをお勧めします。 

 最大 4 台のバッテリーを直列に接続できます。充放電装置のインダクタ

ンスが大きい場合、MOSFET が損傷する可能性がありますが、プリチャ

ージ抵抗を追加することでこの状況を回避する事ができます。 

 バッテリーが消費した後にスリープモードに入る場合は、すぐに充電し

てください。また、長時間放置した後にバッテリーの過度な放電を防ぐ

ためには少なくとも負荷を外してください。 

 複数のバッテリーを並列に接続する場合は、接続するバッテリー間の大

電流相互充電による過電流保護を回避するため、各バッテリーの電圧差

が 0.5Vdc を超えないようにしてください。 

 複数のユニットを並列に接続する場合は、各バッテリーの正極と負極へ

のバスバー等長さや、内部抵抗値が等しくなるようにしてください。 

 キー周波数を切り替えるときは、2 秒以上の間隔を保ってください。場

合によってはバッテリーがオンにならない場合があります。 

 ワイヤーハーネスは、指定された配線順序に従って作成し、通信用ワイ

ヤーハーネスの PIN シーケンスが所定のものと一致するようにしてくだ

さい。規定に反する場合、バッテリーが正常に起動しないか、破損する

恐れがあります。 
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 Bluetooth 機能を使用する場合は、バッテリーを金属製のシールドで覆

わないようにしてください。また、バッテリーの周囲に金属製のシール

ドがないことを確認してください。金属製のシールドがある場合、

Bluetooth の信号強度に影響します。 

 複数のバッテリーを直列または並列に接続する場合、バッテリー間の通

信回線は上部コントローラがなくても機能しますが、バッテリーSOC の

整合性とより良い性能を保持するために内部通信線を接続する必要があ

ります。 

 カスケードケーブルの前のユニットの LINK1 ポートを次のユニットの

LINK0 ポートに接続する必要があります。BMS の損傷を防ぐために誤

って接続しないでください。 

 

5.2 包装項目 

包装を開けて製品と納品書を確認してください。 

 

1）本製品のパッケージ同梱について： 

a.電池モジュール（製品） 
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b.内部通信ケーブル 1 セット 

 
 

内部通信ケー

ブル 

長さ（M） 説明 

0.4 バッテリー間の内部シリアル接続用 

 

Pin 割り当て 

リンク 0 リンク 1 

1 2 

2 1 

3～8 は Pin-Pin です 

 

 

c.ドライコンタクタヒーター端子 1 セット 

 

 
 

ドライコンタ

クトヒーター

説明 

システムの電源を入れた後、メインバッテリーに I / O
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端子 ポートを挿入すると、必要に応じて加熱機能が自動的

にオンになります。 

d.予備の通信端子 1 セット 

 
 

予備の通信端

子 

説明 

空いている comm。スペアパーツとしての端子または

通信ケーブルをさらに挿入して、上部コントローラに

接続します。 

  

 

 

2）外部ケーブルキットについて： 

注意                                                                 

外部ケーブルキットはバッテリーボックスに含まれていません。 

これは、お客様が関連する電力/通信インバータ接続用のケーブルを購入する

ための選択です。使用可能なサイズ・種類別のケーブルを以下に示します。

熟練した設置者は、以下の説明に従ってローカルにケーブルをつくることも

できます。 

 

 a.動力ケーブル 
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動力ケーブル 
長さ(M) 

0.4 1 3 5 

4AWG.

GT25-8

端子 

正極 WI0PRT 

1212 66 

WI0PRT 

1212 67 

WI0PRT 

1212 68 

WI0PRT 

1212 69 オレンジ 

負極 WI0PRT 

1212 62 

WI0PR 

T1212 63 

WI0PRT 

1212 64 

WI0PRT 

1212 65 ブラック 

 

b. 内部通信ケーブル 

  

 

 

 

 

 

内部通信ケーブル 
長さ(M) 

0.4 1 3 5 

CAT6.ブラック、2 * 

ALTWM12 コネクタ 

WI0SRT 

1211 71 

WI0SRT 

1212 55 

WI0SRT 

1212 56 

WI0SRT 

1212 57 
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c. 外部通信ケーブル 

 

外部通信ケーブル 
長さ(M) 

0.4 1 3 5 

CAT6.ブラック、

ALTWM12 コネクタ 

WI0SRT 

1212 58 

WI0SRT 

1212 59 

WI0SRT 

1212 60 

WI0SRT 

1212 61 

 

5.3 設置 

設置場所が次の条件を満たしていることを確認してください。 

1）平らな地面。 

2）周囲に可燃性および爆発性のある物質がない。 

3）周囲温度が-40°C から 60°C の範囲。 

4）温度と湿度が一定のレベルで保たれている。 

5）直射日光を受けない。 

6）本製品は強制的な通風要求はありませんが、密閉された場所には設置しな

いでください。噴出ガスや塩水、高湿、高温は必ず避けてください。 

 

 
注 意 

 

周囲温度が起動範囲を超えると、本製品は保護をするために自動で機能を停

止します。 
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品製品の稼働に最適な温度範囲は 10°C～40°C です。過酷な温度に頻繁に

さらされると、バッテリーの性能と寿命が低下する恐れがあります。 

 

5.4 製品の取り付け方法  

本製品は実際の現場環境に合わせて柔軟に設置することができます。 

本製品を車両や移動物体に置く場合は固定する必要があります。本製品の上

面は平面ですので車両とは圧力バー等で水平または垂直に固定できます。 

1）本製品を指定された場所に置きます。 

2）本製品をツールまたはその他の物体で固定します。 

3）お客様の構成に応じて電源ケーブルと通信回線を接続します。 

4）最後に本製品の電源ボタンを押して電源を入れます。 

 

本製品のケーブル配線概略図： 

 

 

 

 

直列構成 推奨充電電圧値（Vdc） 放電電圧範囲（Vdc） 

1S 14 ~ 14.4 10.8 ~ 14.4 
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2S 28 ~ 28.5 22~ 28.5 

3S 42~ 43 33 ~ 43 

4S  56 ~ 57 44 ~ 57 

 

並列構成 最大充電/放電電流値 

1~8P 100A * N（N =モジュール数、1～8） 

9P~16P 80A * N（N =モジュール数、9～16） 

本製品の通信ケーブル配線概略図： 

 

通信ケーブル配線概略図： 

1 本目のバッテリーの内部通信ポート LINK0 は EMPTY 状態に保たれ、

LINK1 は 2 本目のバッテリーの内部通信ポート LINK0 に接続されています。

最後のバッテリーの LINK0 に一緒に接続します。バッテリーには順番に番号

が付けられ、最後のバッテリーの内部通信ポート LINK1 は EMPTY に保持さ

れます。 
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5.5 通信プラグの作成と調整 

1）通信プラグは、取り付け時のバッテリーの実際の配置方向に応じて柔軟に

調整できます。以下の手順に従ってください。 

 
 

プラグとソケットをナビゲーションキーに合わせプラグを挿入します。 

ネジを締めてプラグを固定します。ネジを緩めてワイヤーの方向を調整し

（45°ごとに）ネジを締めます。 

 

2）外部通信ケーブルの製造 

本製品には、外部通信ケーブルを構築するためのコネクタが 2 つ付いていま

す。対応するピンの取り外しネジを緩めます。剥いた通信線を通してドライ

バーで電線を締めます。 

 
注意                                                                  

すべての設置と作業は、設置場所の電気規格に従わなければなりません。 
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インストールの後、Pylon Tech の全面的な保証を受けるために、下記オン

ラインで登録することを忘れないでください： 

http://www.pylontech.com.cn/service/support 

 

警 告 

 

電源ケーブルの最大電流容量は 120A です。本製品の設計電流 100A を超え

る場合は、外部電源ケーブルを 2 本配置して電流容量を拡大する必要があり

ます。 

設置場所により、電気安全および設置ポリシーに従って本製品とインバータ

の間に適切な手動切断装置（遮断器など）を設置する必要がある場合もあり

ます。 

 

5.6 電源オン 

すべての電源ケーブルと通信ケーブルを必ずチェックしてください。 

1） リンクポート 0 が空のバッテリーはマスターであり、その他はスレーブ

バッテリーになります。 

（1 つのマスターバッテリーは、最大 15 台までのスレーブバッテリーの

構成は可能です） 

2）電源ボタンを押すと最初のバッテリーから最後のバッテリーまですべてが

稼働します。 

 

  

http://www.pylontech.com.cn/service/support
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3）マスターバッテリーは、自動的に各バッテリーにアドレスを割り当てます。

システムが正常な場合、バッテリーLED は次のように表示されます: 

 

 

バッテリーの状態 インジケーターの状態 

電源オン/通常 フラッシュ 1、オフ 1.5S、オン 0.5s 

アドレス指定または通信のタ

イムアウトを待機しています 

フラッシュ 2、オフ 1 秒、オン 1

秒、 

システム保護 フラッシュ 3、オフ 0.5 秒、オン 1.5

秒 

スリープ/電源オフ/システム

エラー 

オフ 

 

4）ヒーター機能を有効にするためには、ドライコンタクトヒーター端子のみ

を主電池の I / O ポートに挿入してください。 

 

 
 

ドライコンタ

クトヒーター

端子 

説明 

電源を入れた後、マスターバッテリーに I / O ポートを

挿入すると、加熱機能が必要なときに自動的にオンに

なります。 

 

注意： 
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1） バッテリーが通電したらプリチャージ回路は 300mS を持続し、外部負  

荷/充電器のコンデンサーが制御充電することを確認します。 

2） 拡張または交換するときは、すべてのバッテリーをオフにして、バッテ

リー電圧が同じであることを確認するか（電圧：<0.1Vdc OCV 差）、接

続システムを完全に充電してください。 

3） バッテリーを長期間使用しない場合、または電力を節約するためにヒー

ター機能を無効にする場合は、ヒーター端子を必ず外してください。 

 

5.7 電源オフ 

1） 外部電源をオフにします。 

2） スレーブが閉じた状態のとき、マスターバッテリーはすべてのバッテリ

ーのスイッチ状態を制御できます。ホストの電源を切ると、他のバッテ

リーはスリープモードになります（スリープモードの自己消費 100uA）。 

3） バッテリーを長時間作動しない場合は、過放電を防ぐためにすべてのバ

ッテリーを手動でオフにすることをお勧めします。 

 

6. トラブルシューティング 

 

① 製品の起動 

症状：起動ボタンのスイッチを押してもランプが点灯しない。 

確認手順： 

1） マルチメーターで本製品の出力端子電圧を測定し、出力されているかど

うかを確認する。出力がある場合はインジケーターライトだけが故障し

ていることを示します。 

2） 起動ボタンスイッチ 2s をポップアップし、再度押してランプが点滅し

ているかどうかを確認する。ボタンの接続不良であるかを確認してくだ

さい。 

3） 対応する充電電圧の DC 充電器を使用してモジュールを充電してみてく

ださい。モジュールが過度な放電されているかを確認してください。 
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4） エラーコードは CAN BUS /Bluetooth/RS485 で表示されます。本製品

がシステムエラーの段階にある場合は、販売代理店に送付頂き修理を行

う必要があります。 

 

② 製品のシャットダウン 

症状：本製品がスリープモード/シャットダウン状態になっても出力電圧が残

っている。 

確認手順： 

1） 本製品の放電 MOSFET が故障しております。本製品内のコンポーネン

トを交換する必要があります。さらにサポートが必要な場合は販売代理

店にお問い合わせください。 

症状：本製品のスイッチボタンはポップアップするが放電出力がある。 

1） 本製品がまだ通信できるか、インジケーターライトが正常に点滅してい

る場合は、スイッチボタンが切断できず障害が発生しております。 

さらにサポートが必要な場合は販売代理店にお問い合わせください。 

 

③ 通信シリアル接続の起動 

症状：マスターバッテリーが通電した後（ボタンを押して起動または電圧活

性化回路が起動）、一部のバッテリーだけが正常に通電する。（ライトが点

滅する） 

確認手順： 

1） 通信ケーブルの配線順序により、マスターバッテリーとその後のバッテ

リーが通電できない場合、マスターバッテリーとの間の通信ケーブルの

緩み、接続相違、コードの断絶等がないか確認してください。 

2） 「製品の起動」確認手順に基づき調査してください。 

 

④ カスケードの電源がオフになる。 

症状：マスターバッテリーの電源がオフになった後、一部のバッテリーだけ

が正常にオフになる。（ライトが点滅する） 



 

27 

 

確認手順： 

1） 通信ケーブルの配線順序により、マスターバッテリーとスレーブが通電

できない場合、マスターバッテリーとの間の通通信ケーブルの緩み、接

続相違、コードの断絶等がないか確認してください。 

2） 「製品の起動」確認手順に基づき調査してください。 

⑤ カスケードのデバイスのアドレス割り当て 

症状：インジケータランプが点滅し（1 秒オンと 1 秒オフ）、または閉ループ

通信により、ホストマイコンがアドレス割り当てを出来ない。 

確認手順： 

1） まず、カスケードのユニットの数が 16 台を超えいないかを確認してく

ださい。本製品設計は最大 16 台のカスケードユニットのみが対応可能

です。 

2） 次に、カスケードが正しい順に接続されているかどうかを確認してくだ

さい。正しい順序は前記のバッテリーlink1 から次のバッテリーlink0 ま

でになります。 

3） カスケード内部通信回線を再度接続し、CANBUS/Bluetooth / RS485 を

介して最終的に割り当てられるデバイスの数が実際の接続数と一致して

いるかを確認してください。 

 

⑥ 稼働中のカスケード機器 

症状：プロトコル通信またはホストマイコンはデバイスがオフライン状態に

あることを示します。 

確認手順： 

1） オフライン前にホストの通信または履歴をチェックして、デバイスが低

電圧保護状態にあるかを確認してください。デバイスは低電圧保護後に

スリープモードに入りますので早々に再充電を行う必要があります。 

2） デバイスが切断される前には正常な状態であり、低電圧保護がない場合

は、デバイスのリンクポートラインが緩んでいないか、接続に問題が無

いかを確認してください。 
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症状：CANBUS /Bluetooth/RS 485 を通じて、最初のデバイスとの通信が中

断されます。 

確認手順： 

1） マスターバッテリーの通信配線の接続が緩んでいないか確認してくださ

い。 

2） バッテリーの履歴記録を読み取り、接続が中断される前にマスターバッ

テリーが低電圧保護状態ではないか、またはオフラインであるかどうか

を確認してください。オフラインになる前に低電圧保護状態ではないか

を確認してください。 

3） マスターバッテリーは保護後、すべてのデバイスにスリープ状態に入る

ように通知するか、他のデバイスがオフラインになる前にマスターバッ

テリーが低電圧保護状態を検出すると、すべてのデバイスを強制的にス

リープ状態にします。このとき、電源に接続してデバイスをアクティブ

モードにし充電する必要があります。 

 

 

⑦ バッテリーの加熱フィルムは低温では機能しません 

症状：電源温度が低すぎて本製品の充電できない。加熱シートがオンになら

ず加熱が開始しない。 

確認手順： 

1） メインバッテリーの加熱シートドライ接点のイネーブル信号がオフ（デ

フォルトはオン）になっていないか確認してください。 

2） CANBUS / Bluetooth / RS485 を介して加熱イネーブルが有効か確認し

てください。 

3） 電源の出力電圧と電流が合っているか確認してください。 

4） CANBUS / Bluetooth / RS485 を使用して、加熱シートに障害がないか

確認してください。 
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⑧ BMS システムエラー 

症状：CANBUS /Bluetooth/RS485 でエラーコードを読みとる場合はシステ

ムエラーです。 

確認手順：本製品の BMS 部分を一度外して閉めでください。故障コードが

解消されない場合は販売店にお問い合わせください。 

 

上記に加え故障が特定できない場合は、本製品の電源をオフにし販売店にお

問い合わせください。 

 

7. 緊急事態 

1） 本製品の電解液漏れ  

本製品から電解液が漏れた場合、漏れた液体やガスに接触しないでくだ

さい。漏れた物質に接触した場合は、直ちに次のような措置を講じてく

ださい。 

a） 吸収：汚染された場所から撤退し、医師の診察を受けてください。 

b） 目に入った場合：流れる水で 15 分間目を洗い、医師の診察を受け

てください。 

c） 皮膚との接触：患部を石鹸と水で十分に洗い、医師の診察を受けて

ください。 

d） 飲み込んだ場合：嘔吐を誘発し、医師の診察を受けてください。 

2） 発火  

水を使わないでください！ 

乾燥粉末消火器または二酸化炭素消火器のみを使用してください。可能

であれば、発火延焼する前にバッテリーパックを安全な場所に移動して

ください。 

3） ウェット  

本製品が湿っている、または水に浸っている場合は、誰にも触れさせな

いでください。その後、Pylon Tech または代理店に連絡して技術サポー
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トを求めてください。インバータ側の電源スイッチをすべて切ってくだ

さい。 

4） 破壊 

壊れたバッテリーは危険です。十分注意して処理しなければなりません。

再利用等が出来ません。周辺機器や家財、人身に危険を及ぼす可能性が

あります。本製品が壊れている場合は、元の容器に入れて Pylon Tech ま

たは販売店に返却してください。 

 
危 険 

壊れたバッテリーは電解液が漏れたり、可燃性ガスが発生したりする可能性

があります。 

 

8. 備考 

リサイクルと処分 

本製品（正常または破損）を処分する必要がある場合、またはリサイクルす

る必要がある場合は、日本国内回収法規（EU 法規（EC）Nº1013/2006 等）

に従って処分してください。他国や地方によっては最適利用技術を使用して

関連回収効率を実現しなければならない場合があります。 

 

 
 

 

ストレージ、メンテナンス、拡張 

1） 最低 6 ヶ月ごとにバッテリーを一回充電することが必要です。充電メン

テナンスについては SOC を 90%以上に充電してください。 
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2） 設置後の毎年。電源ケーブルとネジの接続を確認することをお勧めしま

す。接続点に緩み、破断、腐食がないことを確認してください。設置環

境を確認し、IP67 電池システムに適合することを確認してください。 

3） 本製品を長期間保管する場合は、6 か月ごとに充電する必要があり、

SOC は 90％を超える必要があります。 

4） 新しい本製品をいつでも既存のシステムに追加できます。新しい製品が

マスターバッテリーとして使用されていることを確認してください。 

新しい製品は SOH が高いため、SOC が既存のシステムとは異なる場合

がありますが、並列システムの性能には影響しません。
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